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人
口
減
少
と
地
方
創
生

　
日
本
は
長
い
間
、
人
口
が
増
加
し
続

け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
少
子
高

齢
化
の
影
響
に
よ
っ
て
、
２
０
０
８

年
の
人
口
1
億
２
８
０
８
万
人
を

ピ
ー
ク
に
、
人
口
減
少
局
面
へ
と

入
り
ま
し
た
。
人
口
は
今
後
も
減

り
続
け
る
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、

２
０
６
０
年
に
は
８
６
７
４
万
人
、

２
１
１
０
年
に
は
２
０
０
８
年
の
半

分
に
も
満
た
な
い
４
２
８
６
万
人
に

な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す（
図
１
）。

　
地
方
で
は
、
東
京
圏
と
の
経
済
格

差
が
若
者
の
流
出
を
招
い
て
い
ま
す
。

過
密
で
出
生
率
が
極
め
て
低
い
大
都

市
へ
の
流
出
が
、
日
本
全
体
の
少
子

化
、
人
口
減
少
と
い
う
結
果
を
も
た

ら
し
て
い
る
の
で
す
。
地
方
の
人
口

減
少
は
地
方
経
済
の
縮
小
を
呼
び
、

地
方
経
済
の
縮
小
が
人
口
減
少
を
加

速
さ
せ
る
、
と
い
う
悪
循
環
を
生
み

出
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
地
方
の
都

市
基
盤
や
行
政
機
能
の
存
続
が
危
ぶ

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
国
は
、
東
京
圏
へ
の
一
極

集
中
を
解
消
し
、
若
い
世
代
が
地
方

に
住
ん
で
仕
事
を
し
、
結
婚
・
子
育

て
が
で
き
る
仕
組
み
を
作
り
、
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
考
え

ま
し
た
。
そ
れ
が
、「
地
方
創
生
」

で
す
。
国
は
平
成
26
年
12
月
に
「
ま

特集地方創生
第１集　人口ビジョン

　「地方創生」という言葉を、最近テレビや新聞で耳にし
たことがある方も多いと思います。しかし、言葉は聞いた
ことがあっても、自分の生活にどう関係するのか、分から
ない方もいらっしゃるのではないでしょうか。
　町では、国が進める地方創生の政策に従い、将来の人口
を予測し、その課題に対する具体的な施策を示した「芝山
町人口ビジョン及び芝山町まち・ひと・しごと創生総合戦
略」を策定しました。広報では２号にわたり特集を組み、
内容を皆さんにお知らせします。

　「芝山町人口ビジョン及び芝山町まち・ひと・しごと創
生総合戦略」は町ホームページで全文を公開しています。

我が国の人口の推移と長期的な見通し（図１）
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ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
を
制

定
し
、
国
で
は
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
「
総
合
戦
略
」
を
、地
方
で
は
「
地

方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
地
方
版
総

合
戦
略
」
を
定
め
、
人
口
の
将
来
的

な
予
測
と
そ
れ
に
伴
う
課
題
の
対
策

を
た
て
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

芝
山
町
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

　
芝
山
町
で
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
す

る
に
あ
た
り
、
町
の
人
口
動
向
を
分

析
し
将
来
人
口
を
見
通
し
た
上
で
効

果
的
な
施
策
を
行
う
た
め
、「
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ

れ
で
は
、
町
の
総
人
口
の
推
移
と
将

来
推
計
（
図
２
）
か
ら
み
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
芝
山
町
の
人
口
は
１
９
７
５
（
昭

和
50
）
年
か
ら
１
９
９
５
（
平
成

7
）
年
の
間
に
わ
ず
か
に
増
え
て
は

い
る
も
の
の
、
１
９
５
０
（
昭
和

25
）
年
以
降
、
お
お
む
ね
減
少
が
続

い
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
の
要
因
と
し
て
、
転
出

者
が
転
入
者
を
上
回
る「
転
出
超
過
」

や
自
然
減
（
※
１
）
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
若
者
世
代
の
転
出

を
減
ら
し
て
定
住
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
合
計
特
殊
出
生
率
（
※
２
）

を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

人口減少への対策
・若者世代の定住促進とともに、合計特殊出生率を向上させる。
・人口変動の大きい20歳代から30歳代にかけての転入者と転出者の差をなくす。

・死亡率の増加、出生数の減少
・転出者が転入者を上回る「転出超過」

人口減少の要因

・若年層が多い業種では労働力確保が難しくなる
・社会保障の面では、2010年には高齢者1人を2人で支えて
　いたものが、2060年には1人で支えることになる

地域の将来に与える影響

※1　住居の移動による人口の増減を除いた人口の減少。死亡数から出生率を減じた数。
※2　１人の女性が生涯に何人の子どもを産むのかを表す数値。15～49歳の女性の年齢別出生率を合計したもの。

芝山町の人口推移と将来推計（図 2）

2015 年（平成 25）年以降は
国立社会保障・人口問題研究所推計値

特集　地方創生




